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学びの印象度チェックリスト

指導の形態( 鋳�

グループ名( �4�8ｸ�ｸ7b��

N･･･場面諭し,観察で富裕がった1 ･･･拾い.見られ槍い　2･･･あまり槍い

3-少しく部分的iZ)見られる　4･･･よく見られる　5･･･非常iZ (確実iZ)見られる

単元.題材名 凵[月日() 

授業改善の視点 冤I 教材.教具!人:自分 lI 1i ii i, ii iI iI II iI iI lI iI ii 1l ヽIl 

対象児童.生徒名 � 

教育的内容 (目標.活劫等) � 

過 程 �6�4h6(4靼�m｢��&丶ｲ�

圏田園 N 
?教師との親和感が尾られるが○ 儂12845 

2第団としての親和感が貝られるが｡ 儂ー2845 

向 か う �9��-h,ﾈｯｩ�(*ｩJ�.x.ｨ.�*ｨ�ｲ�斐�#3CR�

4学習の準備を進んで行っているが｡ 儂12345 

5話をしっかりと聞いているがo 儂12345 

6今までの学習との関連を想起しているがo 儂12345 

7期待が学習への取り掛かりと結び付いているがo 儂12345 

8教師の議陶を理経しているか○ 儂12845 

9学習のめあての把握(散財理籠)は確実が○ 儂12845 

10学習IZ苅する見通しをもてている(計画等)がo 儂12345 

か か わ る ���ｧx��ｩ-亰�+��目指から取り組んでいるが○ 斐�#3CR�12砿人の行動i �-ﾈｧx�ｨ�:�,hｭhﾅx*ｨ*�.俎9:�*ｦ��N12345 

13患うようIZ �,X*ｹ�*(,h+�.ｸ*ｩZｨ*�,�,H*(.�*ｨ�ｲ�Nー2845 

14教師IZ自分から援助や質問を求めるが○ 儂12845 

15教師へのかかわりは子どもから見られるがo 儂ー2345 

一色友達IZ自分からかかわっているが｡ 儂12345 

17教具を有効 �+�諄,�,H*(.�7(諄*(,iE�+X,H*(.�*ｦ��N12845 

ー8自分から進んで活動を選捕しているが○ 儂12845 

19自分捻りの籠沸石法を見付けて進めているが○ 儂12845 

め つ め る �#��ﾈ傾,ﾉm9:�*�.xｴ9WH*ｸ*ｨﾊ�.x.ｨ.�*�*ﾘｿxﾍﾙUﾘ幵薬�斐�#イR�

2一撃んだことを伝えるととができたが｡ 儂12345 

22学んだことと既存細謁が結び付いたが○ 儂12345 

23次へのやりたい意欲が高まつたが｡ 儂12345 
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授業改善の記録　　　　教科等(　

局 唸�ｼh,ﾉmｩUr�･児童生徒の姿 假hｼhﾊHｸb�勍推測される理由 仂r�･改善後の児童生徒の姿 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�

日 唸ｻ8*h+ﾘ*(+�,b�･授業全体の様子や流れ 劔･具体的改善策 �?｢�･改善後の授業全体の様子や 流れ 唸ﾖﾈ���Y�ﾈ,ﾈ�ｩlｨ,ﾉvﾈ���
授業 担当者 假hｼhﾊHｸh橙��ｼh�"���ｬ�"�

田 



授業改善の記録　　　　教科等(算　数)

月 唸�ｼh,ﾉmｩUr�唸髯;i�i6ｸ,ﾈ���授業研究 劔･推測される理由 刹ﾇ 勍改善後の児童生徒の姿 凾ｻの他. 

日 唸ｻ8*h+ﾘ*(+�,b�唸�ｼi�9�ﾈ,ﾉvﾈ��.)zﾈ.｢�劔･具体的改善策 剴� 勍改善後の授業全体の様子や 流れ 勍考察 ･他の場面の様子 
授業 拒当番 假hｼhﾊHｸh橙��ｼh�&伜�ｬ�"�

6/ 唸自�ﾈ,Xﾅ�,ﾘ-���5�48+8/�*ｨﾅ�,ﾘ-�/�+X,�*(,Rﾉ��/�z8.｢�○ ����･聴覚からのフィードバックが �6/ 刄Pイきんが型はめをするように 勍聴覚からのフィー 

2 �/�+x.��ｲ��.��ｲ�劔必要かもO型はめの材料を, 音が出るように缶を使う○ �15 凾ﾈったが.個数が足りなかっ た○ 刄hパックは有効で ある○ 

ら/ ����8醜,ﾈ��,x.�*ｨﾅ�,ﾘ-�8ﾝ�/�ｻ8蹌�○ ����ｲ�･型はめの材料を増やす○ �6/ 剋條ﾔ一杯,型はめに取り組むi 刄Pイさんには型は 

20 劍*ｨ鰄,�,H*ﾘ.�,h*ｸ,痛��*�+�8.ｨ,H*(.��剳��b�･自分で型はめ教材を棚か �30 凾謔､になった○笑顔が多く克ち 凾ﾟを宿題としても 

ことがある○ 劔生の �+��OX+X+ﾘ.云�WH*�/�+X+ﾘ8｢�劍.ｨ+ﾘ�ｲ�俶x*h.�.h*H,�+X+ﾒ�

授業の目標 や教えたいこ ど,できるよ ��
･授業の目標に対して,｢学んで 劔作業 �+x.�.h*H,�+x.��ｲ���･改善後の,｢学んでいたとこ � �*(�ｲ�

いたところ｣,｢学びにつまずい 劔���x���凾�,｢学びにつまずいていた 劒Xﾖﾈ��ﾈｫI�ｨ,��
授業研究を 劔推測される理由や, 

うになってほ 凾ﾄいだところ｣の観点で書く｡ 俎8,�+ﾙ���ｸ,��劍ｾ��ﾉ4弌ﾉ��ﾟB�(ｧx-�2�凾ﾆころ｣を書くo 劍,x/���*ﾖ��

しいことを書 勍授業全体の様子や流れについ ��ｸ/�WH*�.薬�劍,ﾈ蕀wi�h,�,x/�ｬ�5�,陳�勍改善後の,授業全体の様子 劒Y�ﾈ,ﾈ�ｩlｨ.(ｨ��

くo 凾ﾄ気付いたことを書くo 劔�+X,B�/���*ﾖ�� 凾� 凛ﾈ.ｨ,�,(*(,H��*ﾖ��冽��ｩlｨ,�,x,Xｴ2�*ｩWH*(+ﾘ+�,h/����*ﾖ���(h+X,H禛ﾂ��x-��5�48+8/�/�ﾊ�.�+�,b�*ｨ,X*ｸ,H*H.ｨ+X*(�ｲ�

7/ 唳;�?ﾈ鳧,仆8蹌��;�?ﾈ,ﾈ,h*ｸ,��8醜,ﾈ��,x.�*ｨ*(+x/�� ��ｲ���話を十分に理解できてい �7/ 剽¥想を立てるときに真剣に考 

5 �,ﾉ�(/�[x*ﾘ�ｲ��:�*�+X+ﾖ著ﾎ8.ｸ/�ﾘ�,H*(+ﾔ著+x.���劔ないo先生の話を聞くだけで なく,自分で予想を立てる学 習活動を取り入れる○ �10 凾ｦている-ナさんの姿が克ち れた○ 

7/ 10 ���� ����ｲ�ｹ�b��h,ﾂ��i%��授業全体に具体物を積極 的に使っていく(多くの感覚 を使うように)○ � � 剪c 

参観者として参加した授業研 究会で,自分の授業に取り入れ られることがあれば記入するo 剪�

i � 



豊かな｢学び｣を見つめる指標
(｢学び｣の印象度チェックリスト改訂版)

指導の形態()N...場面槍し.認察でき桧かつ雇主.親し見られ軋12...あまり軋＼ 

グループ名(グループ)3...少し(報労脚こ)貝られる生..よく見られる5...非醐こ(躍実iZ)見られる 

単元.題材名 � 

単元.題材の目標 � 

対象の児童生徒 � 們�郢?ｩ_ｹd���ｸ,X鈷-竰�

(個人又は全員) 剴���mｨﾈ�?｢ｘ7(6h4訂�ｨｴ��(��mｨﾈ�?｢ｘ7(6h4訂�ｨｴ��

対象場面 (特定又は全体) � 

授業において豊かに学ぶ児童生徒の具体的な姿 劍�8�ｲ�
一四一一-_- 

1 ��冦ｩUx.)_ｹd�,�,x,ﾉyﾘﾆ��｢�斐�#3CR�
｢何をするのか｣,｢どうやってするのか｣など, 

目標や方法を理解して活動しているo 凵yメモ】 

2 ��仆8ﾝ粨ｻ8ｾ�,h,ﾈ*�*�.ﾘ.��｢�斐�#イR�
教材.教具を有効に使いながら活動しているo 

【メモ】 

3 ��冲i$(,h,ﾈ*�*�.ﾘ.��｢�碑�ｳ#3CR�友達の働き掛 几�/��8*�+ﾘ.ｉ[x*ﾒﾈﾊ�.�,�,r陳�

友達に聞き掛け �+ﾘ.�+X,B斡8鰄+�/�6�*h.痛JﾙUﾈ+r�【メモ】 

るなど),相互に 亊h.ﾘ.畏x*(,�*ｨ.xｨ�:�+X,H*(.薬�

4 ��仆8踪,h,ﾈ*�*�.ﾘ.��｢�疲�#3CR�
教師の働き掛 几�/��8*�+ﾘ.ｉ[x*ﾒﾈﾊ�.�,�,r陳�

教師に働き掛け �+ﾘ.ｉwhｸ�+x.鎚�n(+x.痛_�ﾙ�+r�【メモ】 

るなど)しながら活動している○ 

5 ��俾兒ｨ,h,ﾈ*�*�.ﾘ.��｢�斐�#3CR�
｢こうなるは �+��ｺ2ﾊ(,X*ｸ+ｸ*H+�,�2ﾊ(,X*ｸ+ﾒﾂ�

わかったo｣,｢次 �-ﾈ+�*H+X,H-ﾘ.h*F�8,�,rﾈ齷Zｨ/��【メモ】 

見つめながら活動しているo 

6 ��假hｼh,ﾈ,(,�*ｨ.�.)�ﾈ,ﾈ�ｩlｨ-h,ﾈ-�.ｸ*ｨ.��｢�剃��#イR�
これまで学んだことを生かしながら活動してい 

る｡ 凵yメモ】 

7 �����:駘ｨ�｢�斐�#3CR��(���意欲的に,精一杯考えたり活動したりしている○ 

【メモ】 

8 ��冦ｩUx,ﾉ$)�ﾈ�｢�比�#3CR�
本時の目標を達成した姿が見られるo 

(目標:) 凵yメモ】 

(目標:) 
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豊かな｢学び｣を見つめる指標
(｢学び｣の印象度チェックリスト改訂版)

指導の形態(国語科)N...場面槍し.醜悪できなかった1-拾い.見られ槍い2...あまり於い 

グループ名(Aグループ)3-少しく翻台的IZ)見られる4-よく見られる5...詐矧こく確実iZ)見られる 

単元.題材名 剽F達や先生に伝えよう 

単元.題材の目標 剞g近な教師のVTRをよく見て,その状況をできるだけ詳しく説明すること 
ができる○ 

対象の児童生徒 刄tトクタロウ 們�郢?ｩ_ｹd���ｸ,X鈷-竰�

(個人又は全員) 剴����m｣Xﾈ纖?｢虻��7(6h4����(��齷k��?｢粟��7(6h4梯��"��

対象場面 (特定又は全体) 剔S体 

授業において豊かに学ぶ児童生徒の具体的な姿 劍�8�ｲ�-EE+-_--_- 

1 ��冦ｩUx.)_ｹd�,�,x,ﾉyﾙV��｢�碑t�(tsCR�
｢何をするのか｣,｢どうやってするのか｣など, 

目標や方法を理解して活動しているo 凵yメモ】.文字のみの手順表では難しい○(5/9) ･イラストを入れたち分かりやすい様子○(6/1) 

2 ��仆8ﾝ粨ｻ8ｾ�,h,ﾈ*�*�.ﾘ.��｢�斐�#�8xb�
教材.教具を有効に使いながら活動しているo 

【メモ】.文字カードをよく見ている○(5/9) ･助詞カードを入れて構成できた○(6/1) 

3 ��冲i$(,h,ﾈ*�*�.ﾘ.��｢�碑t�(xSCR�友達の働き掛 几�/��8*�+ﾘ.ｉ[x*ﾒﾈﾊ�.�,�,r陳�

友達に働き掛け �+ﾘ.�+X,B斡8鰄+�/�6�*h.痛JﾙUﾈ+r�【メモ】.友達に相談する様子は見られないo(5/9) 

るなど),相互に関わり合いながら活動している○ 勍答え合わせを友達とするようにしたo(ら/ー) 

4 ��仆8踪,h,ﾈ*�*�.ﾘ.��｢�碑t�(xSCR�教師の働き掛 �6�/��8*�+ﾘ.ｉ[x*ﾒﾈﾊ�.�,�,r陳�

教師に働き掛け �+ﾘ.ｉwhｸ�+x.鎚�n(+x.痛_�ﾙ�+r�【メモ】.自分から質問することはない○(5/9) 

るなど)しながら活動している. 勍質問カードを教師に渡すようにした｡(6/1) 

5 ��俾兒ｨ,h,ﾈ*�*�.ﾘ.��｢�斐�(tｨt3R�
｢こうなるはず○｣,｢できそうだな.｣,｢できた, 

わかったo｣,｢次 �-ﾈ+�*H+X,H-ﾘ.h*F�8,�,rﾈ齷Zｨ/��【メモ】.できたことを褒められうれしそうo(5/9) 

見つめながら活動している. 勍自分から取り組む○(ら/1) 

6 ��假hｼh,ﾈ,(,�*ｨ.�.)�ﾈ,ﾈ�ｩlｨ-h,ﾈ-�.ｸ*ｨ.��｢�碑t�(xcCR�
これまで学んだことを生かしながら活動してい 

るe 凵yメモ】.何をしたか思い出すことが難しい様子o (5/9).学習ファイルを参考に取l)組むo(6/1) 

7 �����:駘ｨ�｢�斐�#8t8xb�意欲的に,精一杯考えたり活動したりしているo 

【メモ】.意欲的に取り組んでいるo(5/9) ･友達に教える姿が見られた○(6/1) 

8 ��冦ｩUx,ﾉ$)�ﾈ�｢�斐�(tﾃHxb�本時の目標を達成した姿が見られるo 

(目標:誰が何をしているか説明できる｡) 凵yメモ】.｢誰が｣が難しかつたo(5/9) 

(目標:誰がどこで何をしているか説明できる○) 勍目標を達成している姿が見られた｡(6/ー) 
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授業研究会メモ用紙

)(　　月　　　日)　　記入者(

学習活動 乂x/�,X*(+ﾘ,h+�.ｲ�｢学び｣につまずいて いたところ 亅I�ｩ9��

｢授業改善の視点｣を踏まえて,有効だったこと,改善策などを考える.

① �(ｧx-�8,ﾉ_ｸﾏﾂ�授業の目標や指導計画に関すること 

㊨ �(ｧx-�8,ﾈｴ�橙�学習活動(習得型.活用型,｢学び｣の三要素)の設定に関すること 

③ �(ｧx-�8,ﾈｬ(ｺｲ�授業環環に関すること 

㊨ �(ｧx-�8,ﾉ_ｹd��手立て(教材.教具,言葉掛け,《支援ツールなど)に関すること 

㊨ �(ｧx-�8,ﾉ�����これまでの学習の経過,次時へのつながり,他の場面へのひろがりに関 

すること 

活用場面の設定言舌用場面での姿, ｢年間を通じて身に付けさせたいこと｣に関連する姿

手立て等の活用 ��ﾈ,ﾈｻ8怏9�,h,ﾈｭi���生活場面との関連 
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授業研究会メモ用紙

教科筆名(国語科 )(　〇月　〇　日)　　記入者(フトクタロウ　　)

学習活動 乂x/�,X*(+ﾘ,h+�.ｲ�｢学び｣につまずいて いたところ 亅I�ｩ9��

･単語を作る○ 啜H+8/�,ﾒﾊ(*(*�2ﾊ(+ﾒ�･Bきんは,｢たいこ｣を 啜(+8/�,ﾚ(**2�

こ｣の文字を構成していた○ �(+ﾘ+�**8,hﾞﾈ,�,H*(+ﾘ�ｲ�と｢こ｣の区別 が難しいかも○ 

･一人ずつ説 啜�+8/�,ﾒﾈ.�+h.�+h+X,��･Cさんは,後ろを克て, 唳��k�,X*ｸ.�,b�

明する○ �*ｨ.x.���/�ﾏﾈ*(,Iti$(,丶r��*(*ImｩUx,ﾙ$)�ﾂ�

を見せることができたOA さんははにかんでいた: ･Cさんの説明に,Eさん 凾ｵていたと思う〇 ･方向を示す足 

は｢聞こえません○｣と大 冲i$(,X,ﾘ,�*ﾘｻ8踪,�6�*b�型マットがある 

きな声で伝えていた○ �,H*(+ﾖ��と前を向きやす くなると思う〇 ･友達同士のや り取りが多く見 られた○ 

学習習活 倬�;i�i6ｸ*ｩ�h*ｹ�h*ｲ�児童生徒が学びにつ 假hｼh/�ﾊ�+ﾘｫB�

動の場面を 書く｡ �,hｧx/�,X*(+ﾘ��/���*ﾖ����まずいていた姿を書くo晴 ��ｨ.(�8ﾊ鎚淤���粂/���*ﾖ��

｢授業改善の視点｣を踏まえて,有効だったこと,改善策などを考える｡

① �(ｧx-�8,ﾉ_ｸﾏﾂ�授業の目標や指導計画に関すること 

② �(ｧx-�8,ﾈｴ�橙�学習活動(習得型.活用型,｢学び｣の三要素)の設定に関すること 

③ �(ｧx-�8,ﾈｬ(ｺｲ�授業環境に関すること 

㊨ �(ｧx-�8,ﾉ_ｹd��手立て(教材.教具,言葉掛け,支援ツールなど)に関すること 

㊨ �(ｧx-�8,ﾉ�����これまでの学習の経過,次時へのつながり,他の場面へのひろがりに関 

すること 

活用場面の設定,活用場面での姿, ｢年間を通じて身に付けさせたいこと｣に関連する姿

手立て等の活用 ��ﾈ,ﾈｻ8怏9�,h,ﾈｭi��� ��生活場面との関連 
･Bさんの説明ボードは,持ちやす 唸尨ｧ��,ﾊ(ｧ儿�,俘x.ﾘ+�� ��面接会で行う自己紹介と 

い取っ手が付いているので,作 乂佩�/���H+x.乂x�8,亊i���刳ﾖ連している○ 

業学習で出来高を発表する際に �+X,H*(.��ｲ�

も使える○ 俥ﾈｼhｧx�,Yti$(,��h+X*"�_ｹd�/���k�+x.乂x�,hｭi���,H*(.��ｲ�

他の授業でも活用できる 亊i��+X,H*(.��ﾈ,ﾈｻ8怏9��剞ｶ活場面(学校以外の場 

手立て等について書く. �,ﾉ%�ﾋ2��胃�,�,(*(,H��*ﾖ��剿ﾊ)との関連について書くo 
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フアシリテ-タ一について

鹿児島大学教育学部附属特別支援学校

1　はじめに

わたしたちは,これまで付せんを使った授業研究会を日常的に行い,児童生徒の豊かな｢学び｣

をはぐくむためには日々の授業を対象にした授業研究会が必要不可欠であることを確認した｡また,

授業研究会の質を高めるには,進行役であるフアシリテ-タ-の在り方が大きく影響することが分

かった｡

今回,更に実りある授業研究会にするために,これまでの実践や文献などからフアシリテ-タ-

の在り方について,なぜ,今,企業等では,会議を進行するフアシリテ-タ-が注目されているの

か,また,その基本的な技術とは何か,という点についてまとめた｡さらに,そこで得た知見から

私たちが進行役として授業研究会を進行する際に留意する点について整理した｡

2　なぜ,令, ｢フアシリテーター｣が注目されているのか?

企業等では,会議での議論を通して,参加者が目標を共有し,問題解決や合意形成がなされ,納

得して次の行動をとる心構えができるようにすることを目指している｡

しかしながら,多くの会議では,目的や目標が曖昧であったり,参加者の納得よりも結論を決め

ることが優先されたりすることが多い｡また,年齢や立場の違いにより思ったことを自由に発言で

きなかったり,一部の人の発言により,議論の方向性が決まってしまったりすることも見られ,実

行段階でのモチベーションにも大きく影響してくることが考えられる｡

そこで,現在脚光を浴びているのが,フアシリテ-タ一による議事進行の技術である｡フアシリ

テ-タ-とは, ｢会議で中立的な立場を保ち,議論の交通整理をして参加者の知恵とやる気を引

き出し,舵をとっていく役割を

果たす人｣である｡フアシリテ-

タ-は決定権を持たないという

点で,会議における議長のよう

な存在とは異なる｡議論を円滑

に運営することができれば,組

織の力を十分発揮させることが

できる｡そして,その具体的方

法を組織全体で共有できれば,

さらに組織は活性化される｡

従来の会議とフアシリテ-

ション型会議の違いを表6-1にま

とめた｡

表6-1従来の会議とフアシリテーターが進める会議の違い

∴ �� ��臨晒.巧,笹＼､調 

塞鰯経駿闘酷､ 刹�Iの会襲 刄tアシリ LII-lr- ∴言､:言デー｢..∴ 

会議の目的 ��あいまい ��明確 

会議の目標 (終了時の状態) ��あいまい ��明確 

司会者. ��たいがいリーダー ��フアシリテ-タ- 

時間管理 ��あいまい ��タイムキーパー 

アイデア ��一部の人から出る ��全員から引き出す 

リーダー ��しきる ��しきらない 

ランク(肩書き) パワー ��強い ��いったん取り去る 

合意形成 ��しにくい ��しやすい- 

実行段階 ��合意しにくい 住がやるのかあいまも ��"��合意しやすしく 

(言 剪愛h*ｩEｹ;�+X,H*(.鋳�
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3　フアシリテ-タ一に求められるスキル(技術)

会議における各場面でフアシリテ-タ一に求められる技術は以下のとおりである(図6-1)｡

･･-まとめて. I- I,～

分かち合う

かみ合わ意そ亨
整理すそ,怠

図6-1会議の流れと,フアシリテーターが会議
を行う上で大切なスキル(技術)

(1)場をつくり,つなげる

～場のデザインのスキル～

(2)受け止めて,引き出す

一対人関係のスキル～

(3)かみ合わせ,整理する

～構造化のスキル～

(4)まとめて,分かち合う

-合意形成のスキル～

(1)場をつくり,つなげる　一場のデザインのスキル～

何を目的にして,誰を集めて,どういうやり方で議論していくのか,相互作用が起こる場づく

りをする｡場をデザインするための要素を次の五つにまとめた｡

①　目的:何のために話し合いをするのか,なぜ,我々が集まっているのかという意義

②　目標:その日の話し合いの終了時に,どんな成果が得られているべきかというゴール

③スケジュール:いつまでを発散とし,いつから収束させ,どの時点で合意形成するかの時間

配分

④　役割決め:フアシリテ-タ-,書記,タイムキーパーの決定

⑤　グランドルール:その日の話し合いの約束事

会議のルールや方法を参加者に伝えることが重要である｡

(2)受け止めて,引き出す　一対人関係のスキル～

会議がスタートしたら,自由に思いを語り合い,チーム意識と相互理解を深めていく｡フア

シリデータ-は,一人一人の発言に込められた意味や思いを受け止め,更に意見を引き出してい

くことが大切である｡また,良い議論をするためには,年齢や立場を超えて,率直な意見を参加

者全員で交流することが求められる｡そのためには,以下の①～④の技術が大切である｡

①　痩け止める1-批判や意見を挟まず,最初はありのままに受け止める｡傾聴｡

｢ええ｡ ｣ , ｢はい｡ ｣ , ｢なるほど｡ ｣ (うなずく)

｢そうなんですか｡ ｣ , ｢それからどうなった
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② i共感するi-相手が話したことを復唱するなどして,相手に共感していることを伝える｡

包丁
｢そう思います｡ ｣ , ｢おっしゃるとおりです｡ ｣

｢そうですね｡ I

③　蹄を深める上-質問を使って,話を深める｡

｢わたしたちは,それをどのように考えていけばよいのでしょうか?｣

｢00について,どう思いますか?｣

｢なぜそのように思われるのでしょうか?｣

｢どうしてうまくいった(いかなかった)のだと思いますか?｣

④　曜認するI-自分の言葉でまとめ直して確認する｡復唱｡

｢00という意見と理解してよろしいでしょうか?｣

｢つまり, 00ということですね｡ ｣

｢00とおっしゃるわけですね｡ ｣

｢なるほど｡ 00ということですね｡ ｣ (繰り返し,要約)

受け止める,共感する,話を深める,確認することを大切にする｡

(3)かみ合わせ,整理する　～構造化のスキル～

発散が終れば収束である｡論理的にもしっかりと議論をかみ合わせながら,議論の全体像

を整理して,論点を絞り込んでいくことが大切である｡

｢どの意見とどの意見が近いですか?｣

｢意見の近いもの同士を大きなグループにまとめ上げることはできませんか?｣

｢どんな切り口で話し合えば良いか,考えのある方はいらっしゃいませんか?｣

｢多くの考えをどのようにまとめていくか,良い整理の仕方はありませんか?｣

フアシリテータ-が勝手にまとめるのではなく,皆の意見を聞きながらまとめ

た方がよい｡意見が近いかどうかは感覚的なもので,あまり神経質になる必要は

ない｡

出された意見を線で囲んだり,キーワードを書き込んだりする｡文字や線の色,

太さ.傾きなどを工夫して議論の筋道や枠組みを｢視覚化｣すれば　議論の内容

の理解は更に深まる｡

具体的には,発言のキーワードを抜き出して,キーワード同士の関係を明確に

したり装飾を加えたりする(図6-2)｡
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原因と結果
対立　　　　　双方向　　　強い関連

一一一∴　臆臆}

緩い関連　　間接的な関連　　　分岐　　　　　循環

一一一∨しく rヽ
ヽノ

一般　　　　　　　　概念　　　　　アイデア,ひらめき

IIE図星園園
独り言･疑問　　　　　　　意見

裁く=⊃喜
強調･ポイント

＼ノー子へノヽ(｡ノ

図6-2　装飾の例

(4)まとめて,分かち合う　～合意形成のスキル～

全体像が分かったら,結論-と統合していく｡出された意見から重要なものを選び取ったり一

つにまとめ上げたりする｡多くの場合,ここで様々な対立が生まれ,簡単には意見がまとまらな

い｡対立解消の技術が求められ,フアシリテ-タ-の力量が最も問われるところである｡

色∠
一二二十｢今の私たちにとって,最も重要なことは何でしょうか?｣

｢ここから,どのように進めていけば,うまくまとまっていくと思いますか?｣

4　本校授業研究会との共通点

企業等におけるファシリテ-タ一による会議の流れと本校の授業研究会の流れを照らし合わせて

みると,多くの点が共通していることが分かった(図6-3)｡企業等のフアシリテ-タ-が用いる技

術や心構えを本校の実践に反映させることで,授業研究会の質は更に深まると考える｡

また,授業研究会の進行係を行うに当たって,大切なポイントを五つに絞り込み, ｢進行係の心

構え五箇条｣としてまとめた｡

○　まとめ

○振り返り
O r授業改善の記録｣

0　ビデオ視聴

○記録の整理
○意見の発表

図6-3　本校の｢授業研究会｣の流れ

◎　進行役の心構え五箇条　◎

1　授業研究会の方法やルールを明確に伝えよう｡

一案りある会に,ルールあり～

2　全員の意見を尊重しよう｡

～年の差〃経験,関係なし｡申立の立場で～

3　参加者の発言をありのまま受け止めよう｡

～まず, ｢うなずくこと｣から一

4　参加者から意見を引き出そう｡

-大事なとき,困ったときこそ参加者に～

5　キーワードを聴き取り,図で表そう｡

一｢視覚化｣で,すっきり～

【引用,参考文藤】
･堀公俊(2004)　組織を動かすフアシリテ-ションの技術　PHP研究所

･堀公俊,加藤彰(2006)　ファシリテ-ション･グラフィック　日本経済新聞社

･針山健一(2008)　会議フアシリテ-ションの基本がイチから身につく本　すぼる舎

･高野文夫(2008)　フアンリテ-ションカが面白いほど身につく本　中経出版
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豊かな｢学び｣をはぐくむ

授業づくりのポイント!

胸臆･田町画題吊副題岩音畠i t最古竃国章上田書旧凪国軸

～鹿児島大学教育学部

附属特別支援学校の授業づくり　～
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ヽー 

＼ ･∴ 

平成25年2月

鹿児島大学教育学部附属特別支援学校
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はじめに

今回,これまでの本校の研究や,授業実践から,子どもの豊かな｢学び｣をはぐくむために大切に

したい授業づくりのポイントを整理して, 『豊かな｢学び｣をはぐくむ授業づくりのポイント! ～鹿

児島大学教育学部附属特別支援学校の授業づくり～』を作成しました｡

この冊子で,これまで以上に学校としてどのような授業を目指すのか,どのように授業づくりをす

るのかを共有し,若い教師からベテランの教師まで一人一人の教師が同じ目線で授業づくりを行うこ

とができるようになりました｡また,授業研究会においても,共通した言葉で語り合うことができ

授業について更に深く検討できるようになりました,このような,学校全体としての一貫した考え方

を踏まえた授業実践で,子どもは,学ぶ楽しさを十分に味わい,学校卒業後も将来にわたって豊かに

学び続ける人に育つことでしょう｡

なお,この冊子は,わたしたち教師が授業づくりをする上で押さえておきたいこと,共通理経して

おきたいことをまとめていますが,一人一人の教師の個性や専門性を軽視するものではありません｡

これに上乗せするような形で,個性や専門性を大いに発揮していただきたいと思っています｡ ･

一人一人の子どもの,豊かな｢学び｣をはぐくむことができるように,わたしたち教師も,子ども,

保護者,同僚の先生と豊かに学び合いながら授業づくりをしましょう｡

実践の積み重ねを通して,この冊子もバージョンアップをしていきたいと思っています｡

お気付きの点等ありましたら御教示ください｡

平成25年2月



目　　　　次

｢していること｣,｢できること｣,｢興味.関心｣,｢難しいこと｣,｢苦手なこと｣, 

｢支援の程度｣など,子どもを多面的な視点で見ましょう○ 

単元や題材を行う上で必要と思われる観点から子どもの様子を見ましょうo 

個別の指導計画と全体指導計画を基にして,集団化,個別化を図りながら,単 

元.題材の目標を設定しましようo 

評価規準, 儷ﾘ廁ｮ顏�/��ﾙ.�+X-ﾈ+X.h*J��

指導計画の立案

習得型と活用型の学習活動を踏まえて指導計画を立案しましよう○ 

活用場面を設定しましようo 

学習活動の設定

学習活動は,｢教材.教具｣とのかかわり,｢友達.教師｣とのかかわり,｢自 

分｣とのかかわり(｢学び｣の三要素)を踏まえて設定しましよう｡ 

手立ての設定

設定した学習活動に主体的に取り組むことができるように,手立てを工夫しま 

しよう. 

ティーム.ティーチングによる教師間の連携を確認しましようo 

一,｡｡ P2

･｡｡｡ P2

〟,｡｡ P3

･,｡, P4

･tJ, P5

一･,, P6



子どもの姿をよく見ましょうo 

設定した活用場面で実践しましよう｡ 

評価規準や評価基準を参照しながら,授業を評価しましよう｡ 

｢授業改善の視点｣を基にして,授業を評価しましようo 

設定した活用場面での取組を評価しましようo 

子どもの姿から背景を分析して,改善策を考えましょうo 

授業実践の経過を記録に書きましょう○ 

日頃の授業を対象にして,授業研究会をしましよう○ 



｢していること｣,｢できること｣,｢興味.関心｣,｢難しいこと｣,｢苦手なこと｣,｢支援の 

程度｣など,子どもを多面的な視点で見ましょう｡ 

子どもの実態を把握するためには,できないことや難しいことだけではなく,子どもがしてい

ることは何か,できることは何か,どんな支援があればできるのか,興味･関心は何かなど,で

きること,得意なことに着目して子どもを見ましょう｡

個別の教育支援計画や個別の指導計画から,何が得意なのか,何ができるようになってきたの

か　どんな支援が有効なのかなどを知ることができます｡

また,発達検査や心理検査の客観的な資料や,現場実習評価表など外部機関からの資料,連絡

帳など家庭からの資料も活用することで,より深く,より的確に実態を把握することができます｡

単元や題材を行う上で必要と思われる観点から子どもの様子を見ましょう○ 

単元や題材を行う上で必要となる観点を自分で設定して,子どもの様子を見ましょう｡

例えば,算数科で｢ながさくらべ｣の題材を取り扱う場合,子

どもの実態を把握する上で必要な観点として, ｢色や形の弁別｣, ｢数

概念｣, ｢直観比較(長さの違う具体物を見て直観的に判断する)｣,

｢直接比較(比較する具体物の起点をそろえて直接的に比較する)｣

などが考えられます｡これらは算数科の授業のみならず,他の教

科等や休み時間の遊びの様子などからも観察することが大切です｡

個別の指導計画と全体指導計画を基にして,集団化,個別化を図りながら単元.題材の目標 

を設足しましょうo 

個別化,集団化するとは,個々に作成する個別の指導計画とその子どもが所属する学習集団の

全体指導計画が,どのような関連性や整合性をもって授業実践に移されていくのかを事前に整理

しておくことです｡単元･題材の目標は,個別の指導計画と全体指導計画の双方向性の関係を重

視しながら設定します｡
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I全体指導計画 

集団イ｢ ��

＼｣二十 ��

評価規準, 儷ﾘ廁ｮ顏�/��ﾙ.�+X-ﾈ+X.h*J��

設定した目標に対して,評価規準(どの視点で評価するか)及び評価基準(どれだけ達成した

か)を設けます｡このようにすることで, ｢何が,どれだけ(どのように)できるようになった｡｣

等,学習における子どもの変容を的確に捉えることができます｡

例えば　小学部算数科｢おかしを数えよう｣の題材において,本時の全体目標を｢1 0個のお

かしを順番に数えることができる｡｣と設定しました｡その場合,評価規準(どの視点で評価す

るか)を設定しないと, ｢自分から数えようとする意欲についてはどう評価するのか｡｣, ｢数え方

についてはどう評価するのか｡｣などが分かりません｡そこで.評価規準として. ｢1 0までの数

を自分から数えようとする｡｣ (算数への関心･意欲･態度). ｢一つずつ指差しながら声に出して

数えることができる｡｣ (数量の図形についての表現･処理)と設定しました｡このようにするこ

とで,目標を評価する視点が明確になりました｡

また,個人目標に対しては,評価基準(どれだけ達成したか)を設定しましょう｡評価基準が

ないと,どのような姿が見られたら達成したとみなすかが,あいまいになってしまいます｡例え

ぱ　個人目標を｢1 0個のおかしを皿に一つずつ配ることができる.｣

とした場合, ｢A十分に達成した姿｣として｢自分から一人で一つずつ

配ることができたo｣･ ｢Bほぼ達成した姿｣として｢教師の支援を受け　墓

て一つずつ配ることができた｡｣, ｢C更なる指導及び支援が必要な姿｣

として｢教師の支援を受けても配ることができなかった｡｣としまし

た｡このようにすることで,どのような姿が見られたらこの目標が達

成されたとみなすかが明確になりました｡

指導計画の立案

習得型と活用型の学習活動を踏まえて指導計画を立案しましよう○ 

子どもの豊かな｢学び｣をはぐくむためには,基礎的･基本的な知識･技能を確実に習得させ

ることと,これらを活用して課題を解決するために必要な思考力･判断力･表現力などをはぐく

むことの双方が重要であり,これらのバランスを重視して指導計画を立案する必要があります｡

習得型の学習活動とは,基礎的･基本的な知識･技能の習得を目指す学習活動の型であり,港

用型の学習活動とは,基礎的･基本的な知識･技能の活用を図る学習活動の型です｡

-2-



単元･題材レベル, -単位時間レベルにおいて, ｢習得したものを活用することによって身に

付いているかを確かめ,そこから新たな習得へとつなげる｡｣といった具合に,習得型と活用型

の学習活動が行き来するように設定しましょう｡なお,授業の目標や内容によって, ｢習得型-

活用型｣, ｢活用型-習得型｣など,その順序は変わります｡

高等部国語科の単元｢質問への答え方｣における習得型と活用型の学習活動を以下のように設

定しました｡

･一`∴∴丁子:∴ 子∴ ��じ陳�∴∴∴ 午-` 

〃〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇m ��

la圏用劃.I 豫ﾘﾉr�ここ● ⊆!○○ 

｢いつ｣,｢ど｢いつ｣,｢ど �(,�+ｪ2ﾊ(,r�｢なぜ｣,｢ど 

こで｣の質問のこで｣を1吏つた �,ﾈ.h*H,�8,ﾈ��のように｣の質 

意味や答え芹をクイズゲームを 冢(,ﾈ�9j�.)9ｨ*b�問のある模擬面 

知る○行う○ 兩ｸ/�&ﾘ.停�接を行うe 

高等部国語科｢質問への答え方｣における習得型と活用型の学習活動

活用場面を設定しましよう○ 

授業で身に付けた力が,他の教科等や

学校以外の場面など,当該授業以外の他

の場面でも発揮できるようにすることが

大切です｡そのためには,指導計画を立

案する段階で,身に付けた力を発揮する

ための場面(=活用場面)を設定してお

くことが大切です｡

【段階的設定】

回国

一つの授

業で習得を
図る｡その

後.活用を
図る｡

【並行的設定】
複数の授
業で習得,
活用を並行

ねらい豊里至｣ 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇m〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇m- 臆臆閣臆園田臆開音菓臆臆嵯捌音漢 

園　閏　聞
田圃　亘垂垂亘重責亘重責

段階的設定と並行的設定

活用場面を設定する方法として, ｢段階的設定｣と｢並行的設定｣の二つがあります｡

｢段階的設定｣とは,知識や技能を習得させ,次にそれらを様々な場面で活用できるようにす

るという一定の順序を踏まえて設定することです｡

具体的には,各教科等で習得した知識や技能を, .

において,活用する場面を設定すること

同じ教科等内の異なる 元･題材において,活用する場面を設定すること

③　飽愛頻撹蔓において活用する場面を設定すること

④　真滝陽画において活用する場面を設定すること

です｡なお,上述した｢活用型の学習活動｣は, ①の｢同じ教科等内の同じ単元･題材において

設定した活用場面｣となります｡

｢並行的設定｣とは,子どもに身に付けさせたいことについて,様々な教科等で並行して指導

や支援を行うように設定することです｡例えば,計画を立てて遂行する力を身に付けさせたい場

合,朝の会では日程を手帳に書き込む学習活動を設定する,作業学習では手順を自分で考えて製
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品を組み立てる学習活動を設定する,家庭では休日の予定を立て,手帳に書き込む活動を設定す

るなどです｡

活用場面は,授業のねらい等に応じて,上記の段階的設定の①～④を選択したり(①～④に順

序性はありません｡),並行的設定と組み合わせたりしながら実践しましょう｡

a同じ教科等内の同じ単元,題材

習得型の
学習活動

活用型の
学習活動

習得型の
学習活動

活用型の
学習活動

･- li:.:-I: i

E露語工芸]国畳
段階的設定

学習活動の設定

自分で計画する力 

〇〇〇 

A楊面 ��B場面 ��C場面 

朝の会 剄�ﾆ学習 刮ﾆ庭 

日程を手帳 剞ｻ品を作る 刹x日の予定 

に書き込む学 剋闖№�lえる 凾�闥｠に塞き 

習活動を設定 刳w習活動を設 剄桙ﾞ活動を設 

するo 剪閧ｷるo 剪閧ｷる. 

19 剄� �/→ 

※設定したそれぞれの場面で.習得したことを 
活用できるよう 凾ﾉする(段階的設定を行う)○ 

並行的設定

学習活動は,｢教材.教具｣とのかかわり,｢友達.教師｣とのかかわり,｢自分｣とのかか 

わり(｢学び｣の三要素)を踏まえて設定しましよう｡ 

子どもは, ｢教材･教具｣とのかかわり, ｢友達･教師｣との

かかわり, ｢自分｣とのかかわりを通して学びます｡本校では,

この三つのかかわりを,主体的な｢学び｣を構成する三つの要素

(｢学び｣の三要素)と呼んでいます｡

｢教材･教具｣とのかかわりとは,教材･教具に触ったり,敬
｢学び｣の三要素

材･教具を使って調べたりして,教材･教具を通して学ぶことで

す｡

｢友達･教師｣とのかかわりとは,友達と話し合ったり,友達に教えたり,また,先生に質問

したり,先生から教えてもらったりして,人との関係の中で学ぶことです｡

｢自分｣とのかかわりとは, ｢できた!｣, ｢わかった!｣と自己肯定感を感じたり, ｢こんなこ

とができるようになってきた｡次はここをがんばりたい｡｣と学習を振り返ったり,目標を立て

たりするなどして,自分と向き合いながら学ぶことです｡

全ての授業において, ｢学び｣の三要素を踏まえた学習活動を意図的に設定することが重要で

す｡

例えば, ｢教材･教具｣のかかわりに関する学習活動として,操作する,調べる,分類する,

整理する,記録する,準備･片付けをするなどが考えられます｡

｢友達｣とのかかわりに関する学習活動として,質問する,報告する,要求する,話し合う,
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評価し合う,発表する,説明するなどが考えられます｡なお,司会･進行をする,プリントを配

る,号令を掛けるなどの役割を設定することも友達同士の関わりの促

進につながります｡学習活動のねらいに応じて,友達と二人組になっ

て活動する,集団全体に発表するなど,その形態を工夫することも重

要です｡

｢教師｣とのかかわりに関する学習活動として,教師の話を聞く,

教師に質問する,報告する,要求するなどが考えれます｡

｢自分｣とのかかわりに関する学習活動として,予想する,目標を立てる,選択する,振り返

る,評価する,評価を受ける,修正するなどが考えられます｡他にも,ワークシートなどをファ

イルに綴り,がんばったことを視覚的に捉えることができるようにしたり,ファイルを家庭に持

ち帰って保護者からも褒めてもらい,たくさんの人から頑張りを認めてもらったりするなどの方

法も考えられます｡

なお, ｢教材･教具｣とのかかわり, ｢友達･教師｣とのかかわり, ｢自分｣とのかかわりは明

確に分けられるものではなく,相互に関連しています｡

蓄電.∴ �"��自�ﾉr��������
ヽヾ ヾ待,●'微, 灘霊､_ 乖ｸﾉxⅸ�ぺ��� 

闇琵蘭躯懇脳,. � 
教材,教具を操作する ��ｹti$):�ﾘ,Y9ｨ*h/�ｦﾘ*�-�.��ｸ齷Zｨ,Yzx,H+ﾙmｩUx/��X.云H.��ｲ�
(｢教材,教具｣とのかかわり)(｢友達｣とのかかわり)(｢自分｣とのかかわり) 

｢学び｣の三要素を踏まえた授業の様子 

手立ての設定

設定した学習活動に主体的に取り組むことができるように,手立てを工夫しましよう○ 

設定した学習活動に,できるだけ一人で取り組むことができるように,

人一人の子どもに応じて手立てを工夫することが大切です｡そうすることで,

｢教材･教具｣とのかかわり, ｢友達･教師｣とのかかわり, ｢自分｣とのか

かわり｣が充実し,子どもは豊かに学ISにとができます｡

一言で手立てと言っても,様々な種類があります｡本校では,手立てを｢物

理的環境｣, ｢情報提供｣, ｢教材･教具｣, ｢教師の働き掛け｣の四つに分けて

考えています｡

｢物理的環境｣は,子どもが学習に取組やすくするために,机,作業台,椅子などを配置,調

節したり,注意集中や感覚過敏に配慮したりすることです｡

｢情報提供｣は,学習内容や方法を子どもに分かりやすく伝えるための情報の質･量に関する

ことです｡
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｢教材･教具｣は,教材･教具の有効性や効果的活用に関することです｡

｢教師の働き掛け｣ 1ま.教師が子どもに指導及び支援をする際ゐ方法に関することです｡それ

は,身体ガイダンス,モデリング(見本の提示),指さし,言葉掛け,視覚的情報の5種類に大

別されます｡子どもの実態に応じて,最適な種類と量を心掛けることが大切です｡

｢物理的環境｣, ｢情報彊供｣, ｢教材･教具｣から手立てを考える際の留意点を下表に整理しま

した｡

手立ては,学習集団全体に対して行う手立てと,個別に行う手立てがあります｡まず学習集団

全体に対する手立てを講じ.それでは難しい子どもに対して個別に手立てを講じるといった順序

で行うことが効果的です｡

項目/小項目. 仞��ﾉ~��

a物理的環境/ a-1活動場所の適切さ ���9�ｲﾈﾔﾈ+2ﾂ�

a-2物の配置(机,椅子,黒板,遊具,作業台) �ｩ'Rﾉ_ｸﾏﾂﾈｹyz2�:��ﾂﾉ�B�

a-3活動姿勢への配慮 弍rﾎ5倡�ﾈﾞﾈｼi�I9�,ﾈﾘ(+8��.��ｲ�

a-4学習集団構成,対人関係への配慮 倡�,x.�:�ﾘ,h,ﾈｭhﾅrﾉ�霆8踪,h,ﾈ見'Rﾈｹyz2ﾈﾏﾈ*ｲ�

a-5注意集中への配慮:対物 俶I��.なﾆh麒Z��

a-6慈覚過敏への配慮 俯ﾉ7な孳7な�*"ﾉk闌2ﾈ將�

b情報提供/ b-1活動内容"活動順序の明確化 �ﾘ/�+x.�,ﾈ*鎚,x,ﾈ.h*H,引yMH,X+x.�,ﾈ*�,ﾈ�饑��

b-2活動方法の明確化 �$�,bﾈ,x+�,X,x/�,雲ｹd�,X+x.�,ﾈ*�,ﾈ�饑��

b-3活動量,活動の切り替えの明確化 �*(,(-ﾈ,X+x.�,ﾈ*鎚,x.ｨ+�*�+x.�,ﾈ*�,ﾈ�饑��

b-4得意な情報処理 倩ｸｦ�H犬�*隕�H犬ﾉ:�顏謁ﾒﾈﾇ�鳧�yﾒﾈｧx�_ｹd��

b-5理解に応じた情報提供手段の選択決定 ���｢ﾈ5H4892ﾈ��篳､rﾈ488�5�6rﾉ[ﾙ'Y]�嵋kﾂﾈｫ�｢�

b-6理解に応じた適切な情報量 侏駢Hｧﾈ*�,ﾉ|｢ﾈｭHﾘx*"ﾈ雕ｦ��饑�,ﾉ|｢ﾉ�X*ｸ+H鬨ｭB�

b-7理解に応じた適切を情報の示し方 佝h麒d�因2ﾈ��帝n闖2��ﾒﾉUﾈ,ﾉw�*)_ｲ�

c教材,教具/ 0-1目標達成,課題遂行の適切さ 仆8ﾝ粨ｻ8ｾ�,ﾈｨ駅�,YmｩUx*ｩ$)�ﾈ+8.ｨ+ﾘ*�,ﾉUﾘ幵�

0-2操作の簡便ざ安全性 俶x*(.(+x*"ﾈ���9�ｸ-h,ﾉGｩ{b�

0-3強度.耐久性,汎用性 ��ﾈ�ｩlｨ-h,ﾈﾔﾈ*ｨ.なﾇ���諍w�,ﾈｺﾙ7る��i�ｲ�

0-4経済的,作成時間のコスト 佝��.(ﾞﾉ�ﾈ,乂ﾈ*�.倬隴H,ﾉ�99i�ｲ�

C-5新奇性 倡�,x.�,ﾈｭi�2ﾈ�9w��



ティーム.ティーチングによる教師間の連携を確認しましようo 

授業を行う前に,ティーム･ティーチングによる教師間の連携を確認しておくことが大切です｡

事前に, CTとSTの動きや立ち位置,役割を確認しておきましょう｡

cTとSTの動きや立ち位置,役割で基本的なものとして以下のものが挙げられます｡

①　CT

･　授業を中心的に進める｡

･全体に対するモデルになる｡

･一人一人の子どもの状態を確認できる位置にいる｡　　　　など

②　ST

･ CTの補佐をする｡

･　子どもがcTに注目できるように支援に当たる｡

･ cTと子ども全員のやり取りを把握できる位置にいる｡　　　など

ほかにも,集団場面では, CT, STともに子ども全員を把握できる位置にいる(例1 ), CTが

話をしているときば　STは子どもがCTに注目できるような支援を行う,子どもが移動する場面

では　STが子どもよりも先に移動し,子どもができるだけ一人で移動できるように手掛かりとな

る(例2)などがあります｡子どもが豊かに学l三;にとができるように, CT, STの役割や位置は.

授業や子どもの実態に応じて工夫することが大切です｡

距離をとって全体 が見える位置に! ��9&I�偸h��;��R�

/-/ .二二三霊 園雑 

ティーム｡ティーチングの例1

QQu嵩紫 
○>cT先に移動じておく 

○ドアにあつまり⑳ 

子ども誓書嵩のST 
○よ! 

みんな.こっちだ 

ティーム"ティーチングの例2

子どもの姿をよく見ましょうo 

授業は,一人一人の子どもの｢学び｣を実現することが重要です｡そのためには,授業中に一

人一人の子どもの｢学び｣の様子をしっかりと見ることが大切です｡

例えば, ｢生き生きと活動しているか｡｣, ｢どんな方法で課題に取り組んでいるか｡｣, ｢教材･
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教具は操作しやすいか｡｣, ｢設定した目標は達成されているか｡｣, ｢子どもが活動しやすい場の設

定になっているか｡｣などです｡設定した目標,学習活動,手立てなどが適切であったかどうか

は,子どもが教えてくれます｡

また,子どもが,自信をもって安心して学ぶことができるようにするた

めに, ｢すごいね｡｣等の称賛や, ｢次はできるよ｡｣, ｢大丈夫だよ｡｣ ･などの

共感の言葉を掛け,子どもの気持ちに寄り添うことが重要です｡

設定した活用場面で実践しましよう○ 

ここでは, ｢段階的設定｣として活用場面を設定した場合について述べます｡

高等部作業学習で,現場実習先を活用場面として設定した事例です｡

ジロウさんは覚えることが苦手で,口頭で指導を受けたことを忘れる姿が見られました｡そこ

で,作業学習で製品作りのポイントをメモにとる取組を行いました｡その結果,メモを手掛かり

にすることで,同じ間違いを繰り返さないようになりました.そこで,現場実習先でも実施した

ところ,実習先の支援員から｢大変丁寧に作業ができました｡メモは有効ですね｡｣との報告を

受けました｡

このように,授業で使用した支援ツールを,設定した活用場面でも用いることは,自分の力を

他の場面でも発揮できるようにするための方法の一つです｡支援ツールとは.子どもが苦手とし

ていることを補い,本人のもてる力を十分に発揮するための援助手段です｡ ｢いつでも,どこで

も,誰とでも｣使用できることが重要であり,主として授業場面で使用される教材･教具とは性

質が異なります.支援ツールは,子どもの実態や生活年齢,使用する環瞳などに合わせて作成す

ることが大切です｡作成した後も,子どもがより使いやすいように工夫を重ねていきましょう｡

学校で有効だった支援ツールを家庭や現場実習先などの学校以外の場面で使用する際には,事

前に家庭や現場実習先などの相手方の実態を十分に把握しておくことが重要です｡その理由とし

て以下の二点が挙げられます｡

第-に,学校で作成･使用した支援ツールが,家庭や現場実習先などの実

態に合わないことがあるからです｡活用場面の実態に合わせて作成した支援

ツールを授業で使用し,それを活用場面で使用することが大切です｡

第二に,支援ツールを使用することで相手方に過度な負担が生じたり,支

援ツールが相手方の価値観に合っていなかったりすることがあるからです｡

負担感や価値観などを事前に確認しておくことが重要です｡
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評価規準や評価基準を参照しながら,授業を評価しましよう○ 

評価規準(どの視点で評価するのか)や評価基準(どれだけ達成したか)を参照しながら,授

業の目標は達成されていたか(目標の達成度),授業で用いた手立ては有効であったか(手立て

の有効性),授業の目標は妥当であったか(妥当性)の観点で評価を行うことが大切です｡

｢授業改善の視点｣を基にして,授業を評価しましよう○ 

｢授業改善の視点｣とは,次の五つを指しています｡子どもにとっては,目標設定場面のみな

らず,導入から終末まですべての学習活動が学びの場です｡授業中の子どもの姿から,この五つ

の視点で授業全体を振り返ってみましょう｡

例えば,上述した評価規準や評価基準は, ｢学び｣の方向,手立ては｢学び｣の方法について

評価を行っていることになります｡それ以外にも, ｢学び｣の三要素を踏まえた学習活動は設定

されていたかといった｢学び｣の機会,教室環境は子どもが舌勤しやすい広さであったかといっ

た｢学び｣の環境,次の授業につなげる学習活動はあったかといった｢学び｣の連続など,複数

の視点で評価を行うことが大切です｡

また,授業の評価では, ｢～ができた(できなかった)｡｣という

事実のみの評価ではなく, ｢なぜできた(できなかった)のか｡｣

という背景を探ることが大切です｡そのようにすることで,次の

改善につながりやすくなります｡

｢授業改善の視点｣

① �(ｧx-�8,ﾉ_ｸﾏﾂ�授業の目標や指導計画に関すること 

② �(ｧx-�8,ﾈｴ�橙�学習活動の設定に関すること 

③ �(ｧx-�8,ﾈｬ)�R�授業環境に関すること 

㊨ �(ｧx-�8,ﾉ_ｹd��手立て(教材.教具,言葉掛け,支援ツールなど)に関すること 

㊨ �(ｧx-�8,ﾉ�����これまでの学習の経過,次時へのつながり,他の場面へのひろがり 
に関すること 

設定した活用場面での取組を評価しましよう○ 

授業の計画段階で設定した活用場面での取組についても評価しましょう｡

｢段階的設定｣で活用場面を設定した場合は,授業で達成したことが,設定した活用場面でも
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達成することができたら,次の目標へ移行しましょう｡達成することが難しかったら,なぜ達成

することができなかったのかを考え,授業において再度習得型の学習活動を設定しましょう｡

｢並行的設定｣で活用場面を設定した場合は,それぞれの場面における取組の様子についで眉

報を交換し合い,目標や手立てなどを修正したり,次のステップに移行したりしましょう｡

子どもの姿から背景を分析して,改善策を考えましょう｡ 

授業の評価を行ったら,なぜそのような評価になったのか,その背景を分

析して,具体的に次の授業につながる改善策を考えます｡上述した｢授業改

善の視点｣を活用しながら考えると,複数の視点から改善策を考えることが

できます｡

例えば,体育科の｢風船バレーボールをしよう｣の題材で,ハナコさんは

同じチームの友達に風船をやさしくパスすることが難しく,強く速いパスを

して友達が受け取れないことがありました｡その背景を考えたところ,ハナ

コさんは体の動かし方がぎこちなく,特にパスをする両肘が閉じていて手首

だけ動かしていることが分かりました｡

そこで,改善策として, ｢友達にパスをすることができる｡｣という目標から, ｢両肘を開いて

手首を固定して構えることができる｡｣と変更しました(｢学び｣の方向)｡そして,手立てとし

て,イラストを提示したり,鏡を置いて自分で確認できるようにしたりしました(｢学び｣の方

法)｡さらに,力を調整することができるように,準備運動の中で新たに｢力を抜く｣運動を取

り入れました(｢学び｣の機会)｡その結果,ハナコさんは少しずつ友達に正確にパスをすること

ができるようになってきました｡

授業実践の経過を記録に書きましょう. 

授業の目標や講じた手立て,その評価や改善策は,授業後に記録するこ

とが大切です｡その際は,子どもの姿を具体的に書くことが重要です｡本

校では, ｢授業改善の記録｣として形式を設定しています｡

記録を書くことのメリットは,大きく二点考えられます｡

第一に,子どもは,何が,どんな手立てでできるようになったのかにつ

いて記録を振り返ることで,子どもの成長や必要な支援などを明らかにす

ることができる点です｡

第二に,次の時間に何を準備したらいいのか明確になり,効率よく授業準備をすることができ

る点です｡記録を書くことで,前の授業の改善点(目標の見直しや教材･教具の改良など)を次
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の授業に確実につなげることができます｡

記録を継続して書くことが大切ですが,そのためには,詳細にたくさん善くのではなく,メモ

をとる感覚で印象に残ったことを簡単に書くと良いと思います｡また,全ての教科等で書くこと

も大切ですが,まずは自分が中心的に取り組みたい教科等を決めて,その授業について書くとい

う方法も良いと思います｡

日々の授業を対象にして,授業研究会をしましよう○ 

日々の授業を教師同士でお互いに見合うことで,自分では気付かなかった子どもの姿を確認で

きたり,新しいアイデアをもらったりして,豊かな｢学び｣をはぐくむ授業をつくることができ

ます｡授業研究会は, ①全員が参加し,教師同士学び合う授業研究(同僚性), ②授業づくりの

視点が共有されている授業研究(共有性), ③進め方やルールが明確な授業研究(機能性), ④効

率的･継続的･効果的な授業研究(効率性)の四つを兼ね合わせたものになるように工夫するこ

とが大切です｡

本校では,授業VTRを使って, 45分間で行う授業研究会を実施しています｡人数は8～9人

くらいがよいです｡学部を中心としながらも,他学部の教師が参加することで,一貫した指導や

支援についても検討できます｡ VTRは,接写で撮影することもありますが,基本的には,ワイド

レンズを使って教室全体が映るように撮影します｡そうすることで,場の設定や友達同士の関わ

りなど広い視点で分析することができます｡定期的に撮影することで,授業の評価や改善の貴重

な資料になります｡

授業研究会は, ｢授業研究会で大切にしたいこと｣に基づいて,次のような手順で実施してい

ます｡

授業研究会で大切にしたいこと

① �ｩ�ﾈ自�ﾈ,ﾈ髯;i�i6ｸ,ﾂ馘ﾈ*�,�(ｧx-�8,ﾈ��ﾋｸ/�mｩ4�,h+x.���

② 仆8蹣:�ﾒ靉ﾘ*(,乂x-�ﾘx*Hｴ8鰄+�,Y}X-踉�

③ 假hｼh�(,ﾈ�9�ﾒ韈h*(.(ﾖﾈ*h/��因H+x.��ｲ�

④ 仆8踪齷�x,ﾂ韜�;i�i6ｸ.(�ｼh,ﾈﾊ�*i_ｲﾈｧx/�+�+�,h,ﾈﾏ�zﾈ/�ﾗ8*H�ｨ,X*�.薬�

⑤ 假hｼh,ﾊ(*�.�+X.ｸ+:8,j)>�+X+:8/�ｺItﾈ+x.��ｨ,X*�.��ｲ�

⑥ �ｩ�ﾈ自�ﾈ,ﾈｻ8踪*ｨ鰄,�,H*(.倬�;i�i6ｸ,ﾈ�饑�/�ｺItﾈ+x.��ｨ,X*�.��F��

⑦ 倬�;i�i6ｸ,ﾉkﾉ��/�皦ﾎｨ,�+X,Bﾈ髯;i�i6ｸ,ﾈ��/�ｾ��ﾉ4�,刎(+v��

⑧ 假hｼh,ﾈ馼��,b隲I�ｨ/�Zｨ*�,I�(+x�ｲ�

⑨ 假hｼh�(,佝�8/�Uﾈ+X+ﾘﾋ駢H,Rﾈﾉｩ�ﾙ4�,刎(+x�ｲ�

⑲ ��ﾙ.�+8.ｨ+ﾘ鳧ｭH/�荿.��ｲ�
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豊かな『学び』をはぐくむ授業研究会

【準備物】

･学習指導略々案(A4-敬)  ･サインペン(莱,育,赤)  ･授業VTR　･プロジェクター

･75mmX75mmの付せん(赤,育,黄)　･メモ用紙　･模造紙

･教師が日頃から書いている授業記録　　　･個別の指導計画

時間 ��俎8ﾅr�假hｼh�"�参観者 

3分 【ルール の確認】 唸��OYZ�/�ｦﾙDh+x.��ｲ���･自分の授業記録を持ち 

･開始を伝えるo 劍ｯ�.���

｢授業研究会で大切にしたいこと｣を全員で確認する○ 

･授業の説明(指導案,改 善の経過,検討事項等)を する○ ��

12分 【VTR 視聴とメ モ】 唸7(6h4�/�ﾊ�,�*ｨ.yw�鑄,��唳mｩUx,亊h+x.��ｩlｨ.(ﾉ�:"�･VTRを見ながら用紙 メモをとるように伝えるo 凾ｵたい場面を映す｡ ･授業の解説は最小限にと どめる〇 ･あらかじめ見てもらいた い部分を決めておく○ �,�8�8(/�,h.薬�

･全員,VTRを見ながら,｢学んでいたところ｣, ｢学びにつまずいていたところ｣,｢感想｣,｢手立 �-JflI 蔓 

･｢学んでいたところ｣,｢学びにつまずいていたと. ころ｣は,｢○○さんが△△をしていたo｣など,淑 子どもの名前を主語にして事実を具体的に書くoL1.-.- �:こ 露語蘭 
中一､ 守 

･授業の改善策は,｢感想｣の項に書くoH-i- �- 

･メモを基にして付せんに � �� メモを基にして,優先i 兔X肩/�WH*�,�*ｨ.yWH+��

記入するように伝える○ 冤んに書く｡l i 



7分 【記録の ��I一 ･付せんには,｢○○さんが△△をしていた○｣等,児童生徒の名前を主語にして, 
事実を具体的に書く｡ 
･付せん一枚に一つの事柄(姿)を書くoサインペンでできるだけ大きく書く(- 

枚に4行までo鉛筆,ボールペンは見にくい)○ 

整理.発 ��･付せんに書く枚数は,参加者数等を考慮する｡ 

表の準 ��･書いた付せんには,必ず自分の名前を記入する(終了後の質問に生かす)○ 

備】 ��･赤の付せん｢学んでいたところ｣,青の付せん｢学びに まずいていたところ｣,黄色の付せん｢感想｣,｢手立て等 活用｣,｢他の教科等との関連｣,｢生活場面との関連｣〇 ･授業で有効だった手立てや改善策などは,黄色の付せん 書く(｢授業改善の視点｣を参考にする)｡ 劍,(5�8ﾘ4Y��B�,ﾉGﾙ�ﾒﾓ��B�,�%ﾈ*�:����%vcﾘ�ｲ浦�*��

10分 【意見の 唳lﾙ�(鑄,ﾉ��,偖x-ﾈ.�.h*B�,�6�*h.���X自�ﾃ�Zｩ/i7�,Vﾄ侭�X+�JﾙUﾂ�+x.�.h*H,�6�*h.��ｲ�����

･模造紙に貼った付せんの文字が見えるところに集 

まる｡ 

･話すことを1分程度にまとめる｡ 

･付せんを模造紙に貼りながら,全員が自分の意見を1分程度で伝える｡ 

発表】 ��●∴∴ 幽*ﾒ�������9b�H����.r�関l珊iT 鰯､.-- 二,鮮少∴ il �������

10分 【意見の 唳WH+�/�*ｨ�,�,�,H*(.�,b�����

臆 唸,�+ｨｧx-x,H*(+ﾘ,ﾈ*鎚,�+ｨｧx-�,�,(-ﾈ+�*(,H*(+ﾒ�

ころを中心に,その姿の背 劍,ﾈ*�,�,x/�%H.にtﾈﾏ�,稲越x,H.(淤��ﾟH,�,x,�,(*"�

景や有効な手立て,改善策 劍,Bﾈｾ��ﾉ4咤ﾈﾉｩ�ﾙ4�,偸�-x.��ｲ�

などについて意見を出すよ うに伝える｡ 劒X淤��ﾟH/��+xﾝｸ,ﾒﾊ(�ｼh淤��,ﾈ雹5�8/���ﾖﾈ,��
する○ 

収束.共 有】 ��･出た意見を模造紙に書き 込む○ 剌Q照当艦i○○漢 坪��H*ｪ"�
･后ii南i ～ 一~`.ー与,ー ∴∴一子､+ ､∴∵: I.`ざ J'< 〟- ��

′ 国書:蓋漆を＼ 

i i ��



･授業研究会の終了を伝え

る｡授業者に拍手を送るよ

うに伝える｡

3分

【授業研

究会の振

り返り】

･授業者に拍手を送る｡

授業研究会で学んだことを,付せんに一言書く｡

･学んだことを書いた付せ

んは,一枚の用紙にまとめ,

会終了後にコピーして配布

する｡

書いた付せんを一枚の用紙に貼り付ける｡

課業業,さ態業
恥直営偶i･･･目撃認軍需..mr.a

蜜t･･･Seもい高上　… A.･がし中一､〔で
i t.tt斌･･1･'I丸

三､㌔ (JJC)高

授業研究会を受けて参考になったこと,自分の授業を振り返って気付いたことな 

どを,各自の授業記録に書くo 

また,有効な情報は個別の指導計画に追記する｡ 

･会終了後,時間等の都合で発表できなかった付せんや意見は,模造紙に貼ったり直

接書き込んだりしてもよい｡
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